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位置情報を用いたCOVID-19流行時の
行動自粛と再生産数の解析結果

①人々の総コンタクト
（GPSを使って計測）

②東京都内の新規感染者数 ③東京都内の再生産数

・コンタクト指数 0.25 を超えると、R(t)>1となっていることが分かる
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Yabe, T., Tsubouchi, K., Fujiwara, N., Wada, T., Sekimoto, Y., & Ukkusuri, S. V., 

Non-Compulsory Measures Sufficiently Reduced Human Mobility in Japan 

during the COVID-19 Epidemic. Scientific Report, 10, 18053, Nature, 2020.
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ダッカにおけるCDRデータを用い
たトリップのODテーブルの推定
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関本義秀, 樫山武浩, 長谷川瑶子, 金杉洋, スパースな携帯電話通話履歴を用いたリンク交通量の
推定～ダッカの事例, 交通工学論文集, Vol.1, No.4, pp.A_1-A_8, 2015.4



ASEAN-Japan Seminar on 
Utilization of Mobile Phone Big-Data 

for Transport Planning
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CSISのあゆみ

• 1998 東京大学の全学センターとして発足

• 1998 共同研究の募集開始

• 2000 空間データ共有システム運用開始

• 2005 第1回 CSIS DAYS

• 2006 全国共同利用施設

• 2010 「共同利用・共同研究拠点」認定

• 2016 同再認定

• 2022 同再認定
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CSISは学内外に多様な
サービスを提供しています
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ArcGIS

サイトライセンス

CSV

アドレスマッチング
人の流れ
プロジェクト

共同研究
JoRAS

ArcGIS

講習会
CSIS DAYS

研究発表会
古水文・古環境
データベース

SANET

共同研究で利用可能な空間データ （ 一例）  
Zm ap -TOW NⅡ 地図データ (ゼンリ ン ) 
国勢調査地図データ （ パスコ ）  
国勢調査統計データ （ シンフォニカ）  
事業所・ 企業統計データ （ シンフォニカ）  
GISM AP 地図・ 地形データ （ 北海道地図）  
アメダスデータ （ 気象庁）  
天気図データ （ 気象庁）  
パーソント リ ップデータ  
号レベルアド レスマッ チングサービス  
・ ・ ・ ・ ・ ・  
è h ttp s://jo ras.csis.u-tokyo .ac.jp /d ataset/list_ a ll 

 
東京大学空間情報科学研究センター
(CSIS) では、 様々な空間データ を
整備し 、 全国の研究者の方々に 
共同研究として利用していただく  
ことで、 空間情報科学に関する  
研究を支援・ 推進しています。  
 

※	 



CSISの共同研究

• 豊富な空間データが利用可能
✓研究室で購入すると高価なデータも

✓研究者が独自に作成したユニークなデータも

• 国内外の研究者が申請可能
✓研究代表者でなければ学部生・院生の参加も可

✓一部のデータセットは民間の研究者も可

• 申し込みやデータの入手は全てオンライン
✓JoRAS

✓常時オンラインで申請可能

✓書類への捺印や郵送も不要
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共同研究利用システム（Joras）
Joint Research Assist System

9共同研究トップページ JoRASログイン後画面



利用可能なデータ&サービス
• データセット

✓ZmapTownII (ゼンリン)

✓国勢調査統計 (シンフォニカ)

✓事業所・企業統計 (シンフォニカ)

✓その他統計情報 (シンフォニカ)

✓国勢調査地図データ (Pasco)

✓アメダス・気象データ・天気図 (気象庁)

✓GISMAP (北海道地図)

✓RAMS-e (国際航業)

✓テレポイントシリーズ
✓人の流れデータ（CSIS／各都市圏交通計画協議会）
✓マイクロジオデータ（マイクロジオデータ研究会）

• サービス（CSIS提供）
✓号レベルアドレスマッチング
✓CSIS統計データベース
✓人の流れデータWeb API

✓東日本大震災復興支援データベース（都市局と協定） 10



人の流れデータ（36都市圏約700万人）
• 国や地方自治体が行った、交通アンケート調査
（パーソントリップデータ）をもとに時空間的
に稠密なデータセットにして、データ提供。

11https://pflow.csis.u-tokyo.ac.jp/data-service/data-list/



共同研究の件数の推移

• 共同研究や受入研究者数は順調に増加しているが、
近い将来、飽和もあり得るので、一段の飛躍も必要。



東日本大震災津波被災市街地復興支援
調査（国土交通省都市局）

13
http://www.mlit.go.jp/toshi/toshi-hukkou-arkaibu.htmlより

国土交通省都市局により各自治体の復興支援調査が
実施され、平成24年度末に報告書と基本データが公表



http://fukkou.csis.u-tokyo.ac.jp



15

建物被災状況
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浸水痕跡（写真）
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避難実態（個人の避難経路）
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陸前高田市における当日の避難状況（国交省ヒアリング調査）



少なくとも研究者にとってはビッグ
データはかなり当たり前の時代に
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CSISはどうしていくべきか？



世の中の動きに目を向けると・・
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G空間情報センターによる官民データ蓄積
• 一般社団法人社会基盤流通推進協議会（AIGID）による自律的な運営で、

大規模な空間データをオープン化したい自治体の駆け込み寺となっている。
287の市区町村が1つ以上のデータを登録済。まだ16.7%だが自治体との
接点は増えつつある。民間商業データも販売している。

• 2016年オープン当時からCSISも大きく関わっている（関本が代表理事）。

• 学と官民とで立場は違うが、共通となるノウハウは多いため、機構と
AIGIDで包括協定を2021年12月に締結し、双方のノウハウを共有予定。
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そのような背景をふまえ・・
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研究者への民間データやライセンスの貸与、
アドレスマッチングだけでいいのか？
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それぞれの社会課題解決のための
（デジタル空間）コミュニティ環境を提供

都市の仮想化（デジタルツイン化）技術

研究者に限定しない産官学
がアクセスできるデータマ
ネジメントやデータ発掘・
シミュレーションでの生成

多様なデータを同じ空
間に紐づける分野別ジ

オコーディング
（ベースレジストリ）

タイル技術等による様々
なデータの高速な可視化

項目1: 自由度の高い
データの生成

項目2:多様データを
紐づける技術

項目3:広域・多種の
データをWebで高速に

可視化する技術
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機構へのモチベーション
（データによる異分野連携の創出）

• 単なるデータ貸出というよりは、デジタ
ル社会空間・コミュニティの共有へ
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東大全体のグローバルコモンズ戦略
• 大学として目指すべき中立的なインクルーシブ社会や
知の集積。総長サイドも、空間データは社会を支える
基本的なものとして目指すべき方向という認識。
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東大全学での対応
（デジタル空間社会連携研究機構の設置）

• 2020年4月にデジタル空間社会の裾野を広げるため
にCSIS中心に設置し、その後、学内17部局に拡大。
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道路損傷画像データの公開
● 深層学習等を活用した画像処理ベースの損傷検知手法が数多く提案

● 世界初の道路損傷に関する大規模データセット約1万枚を2018年1月に公開

（https://github.com/sekilab/RoadDamageDetector）

● 日本の道路損傷に関する数万枚程度の画像データセットは存在

Maeda, Hiroya, Yoshihide Sekimoto, Toshikazu Seto, Takehiro Kashiyama, and Hiroshi Omata. 

"Road damage detection and classification using deep neural networks with smartphone 

images." Computer‐Aided Civil and Infrastructure Engineering33, no. 12 (2018): 1127-1141.

https://github.com/sekilab/RoadDamageDetector


Global Road Damage Detection Challenge, 
IEEE Bigdata 2020

• IEEE Bigdata @ オンラインのワークショップの一つとして
道路損傷検出データチャレンジを主催（2020/5/1-
2020/11/18）

• 日本国内のみではなく、インド・チェコのデータセットも加
えて、汎用的な損傷検知モデルの構築を目指す

• 世界中から120チームが参加（2018年の2倍！）
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オープンな統計情報等を活用した
日本全国の疑似人流再現（mdxも活用）

• 2008年からCSISで「人の流れプロジェクト」を立ち上
げ、約25都市圏の「人の流れデータ」を提供し、300件
近くの共同研究を実施。

• 2020年からはPT調査等がない地域でも学習パラメータ
によるエージェントモデルに基づき、シームレスに疑似
人流を再現し、提供予定。
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オープンな統計情報等を活用した日本全国
の疑似人流再現
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行動割合

通勤者 主夫・主婦 学生

（社会生活基本調査より決定）

エージェントモデル構築時の行動モデル
通勤者モデル

19以上~64歳未満の70%

（労働力調査）

行動パターン
自宅ー会社ー自宅

目的地：離散選択モデル（MNL）
説明変数
１．会社までの距離
２．会社周辺事務所の従業員数
（経済センサス）

主夫・主婦モデル

学生、通勤者以外の50%

行動パターン
自宅ー施設ー自宅
基本的には買い物行動を想定
目的地：離散選択モデル（MNL）
説明変数

１．施設までの距離
２．卸売施設スタッフ数
（経済センサス）

学生モデル

18歳未満

行動パターン
自宅ー学校ー自宅

最寄りの学校を選択
国土数値情報（学校）

• MATSimを用いて、個々
人の移動データを生成

• 交通モードは徒歩、
自転車、自動車の
み考慮



深層学習を用いた航空写真による
個別建物フットプリント抽出（mdxも活用）

Model
Accurac

y
Precision Recall F1

既往モデル 0.78 0.81 0.60 0.69

提案モデル 0.94 0.85 0.76 0.80

↑提案モデルによる推定結果

↑建物フットプリント推定の流れ

プラットフォーム AWS mdx

Batch Size 2 16

Iteration 20000 2500

学習枚数 1817(512×512px)

学習時間(h) 28 1.4*

推定時間(s/枚) 105 55.55**

↓推定精度

↓mdxを用いた場合の計算時間

*4GPU並列計算 **シングルGPU計算

日本全国の画像を処理す
るには、220日かかる計算



まとめ

● 交通調査関係では携帯データが使われるようになってき

たが、民間データを活用する場合は成果の活用や共有の

範囲は留意しておく必要はあり（とくにモデルなど）。

● とくに海外は難易度が高いので、ある程度モデルによる

対応も汎用性がありそう。

● 国土交通省の中でも携帯人流のメッシュ集計データを買

い取ってオープンデータにしている所や補助金を出して

いる所もある。

● 公的調査によるデータの共有は大変重要。

● ただし、研究者のみに閉じたものではなく、オープンな

コミュニティ形成なども並行して考えていく必要がある。



ありがとうございました！
sekimoto@iis.u-tokyo.ac.jp
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